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糖尿病は知らないうちに合併症が進行し，患者の生活の質を著しく障害する．一方で，
発症して数日以内に死に至る可能性のある超急性（劇症）経過をたどる病型もある．糖
尿病は Common disease である．ありふれた疾患（群）であるが重要である．その糖尿
病が急増を続けている．

糖尿病の診断は一見簡単である．血糖を測定して診断基準に照らせばよい．しかしな
がら，その診断基準の背後にある病態を理解したうえでの診断でなければ，医師が診断
を下す必要がない．「慢性高血糖」を証明すれば，次にはその背後にある病態を考え，
成因に従って分類を進め，現在の代謝状態を判断し，合併症の評価を行い，適切な治療
を進めてゆく必要がある．

本書では，合併症の評価はシリーズの他巻に譲り，診断と治療にフォーカスを当てた．
より早期に診断し，早期から良好な血糖コントロール（代謝状態）を維持することが，

糖尿病合併症，つまり，細小血管障害，大血管障害のいずれに対しても発症と進展の防
止に重要かつ有効であることがいくつもの臨床研究で明らかになってきている．糖尿病
が急増するなかで，このことを進めてゆくためには，「スマートな」進め方が必要なの
である．

昨年診断基準が改訂された．これはより簡便に，より迅速にかつ的確に診断ができる
ようにすることに主眼がある．これに伴って，HbA1cの国際標準化がより必要となった．

新しい作用機序をもつ糖尿病治療薬，インクレチン関連薬（DPP-4 阻害薬，GLP-1
受容体作動薬）が臨床の場に登場した．また，高用量のビクアナイド薬が日本でも承認
された．これら新しい武器は糖尿病治療を変えるであろうか．インスリンを含めた既存
の薬剤との関係──併用は有用であろうか．有用であるとすればどのように用いるのが
最適であろうか──．これらに対する答えは，まだこれから求めてゆかなければならな
い部分が多く残されている．しかし，本書にはその道しるべ，方向性が示されていると
思う．

糖尿病の診断と治療に関する，読者が抱く疑問の大部分に対して，本書はヒントや解
答を与えうるものと確信している．糖尿病診療の一層の向上に役立てて頂ければ編集者
として望外の喜びである．

ご多忙のなか，執筆頂いた著者の皆様にも改めて感謝申し上げたい．

2011 年　盛夏

山口大学大学院医学系研究科病態制御内科学

谷澤　幸生
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ヴィジュアル 糖尿病臨床のすべて

スマートな糖尿病診断と治療の進め方
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読者への注意

本書では，医薬品の適応，副作用，用量用法等の情報について極力正確な記載
を心がけておりますが，常にそれらは変更となる可能性があります．読者には
当該医薬品の製造者による最新の医薬品情報（添付文書）を参照することが強
く求められます．著者，編者，および出版社は，本書にある情報を適用するこ
とによって生じた問題について責任を負うものではなく，また，本書に記載さ
れた内容についてすべてを保証するものではありません．読者ご自身の診療に
応用される場合には，十分な注意を払われることを要望いたします．
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